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Release 11

以下のリス トが NXJ11 における機能強化および変更点です。

機能名

機能の名称を以下のように変更いたしました。

ActiveSecurity
ActiveSecurity は、 すべての NXJ アプリケーシ ョ ンコンポーネン トの保護とユーザプロ
フ ィールデータへのアクセスに関する共通のインフラを提供しています。 それに加え

て、 NXJ 11が提供するセキュリテ ィエージェン トは、 既存の LDAP ディ レク ト リや
Active Directory セキュリテ ィデータベースとの統合や NXJ コンポーネン ト間でのシン
グルサインオンによる認証といった機能を提供します。 また、 NXJのセキュリテ ィモデ
ルは、 従来の J2EE セキュリテ ィ仕様を拡張して、 フォーム、 ビジネスモデル、 レポー
ト、 データアクセスといったアプリケーシ ョ ンにとって重要なリソースのセキュリテ ィ

管理を行うためにグループ、 ロール、 ユーザの設定をできるようにしました。

旧名称 新名称

BPM ActiveWorkflow

アプリケーシ ョ ンデザイナ ActiveForms デザイナ
WASP ActiveSOA

NXJ Reporting NXJ ActiveReporting
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NXJ 11 を使用すれば、 開発者は、 アプリケーシ ョ ンセキュリテ ィの機能を使って不正
なアクセスからアプリケーシ ョ ンのリソースを保護することができます。 一般的には、

これには技術的に詳細なコーディ ングが必要になるセキュリテ ィ機能を利用することに

なりますが、 NXJ では、 非常に簡単な方法でアプリケーシ ョ ンリ ソースの厳密な制御が
可能になります。

ユーザに割り当てられたロールに基づいてコマンドの使用可否を指定できます。 具体的

には、 そのコマンドのロール一覧のプロパテ ィに使用できるロールを 1 つあるいは複数
指定します。 例えば、 “Manager” ロールが請求の承認を行う ことができるように設定
すると、 Managerの場合はそのボタンは Visible になってアクセスができるようになり
ます。 しかしながら、 “Employee” ロールではアクセスできないのでボタンは Invisible
になります。 これを次のような簡単な宣言文で行う ことができます。

（If role = Employee then invoice_button invisible）

この短い宣言文は、 かなり抽象化されたレベルでなので、 LDAPや Active Directory セ
キュリテ ィデータベースとやり取りするような詳細なコーディ ングは必要ありません。

NXJ 11が複雑な部分は吸収するので、 開発者はビジネスの付加価値を生む部分に集中
することができるようになります。

これらの機能は、 Lotus Notesのセキュリテ ィモデルに似ています。

SOA
NXJ 11 はサービス指向アーキテクチャ （SOA） をサポートするようになり、 Webサー
ビスのサポートが強化されました。 NXJ開発者は、 自身のWebサービスを作成したり、
サードパーテ ィのWebサービスをインポート したり、 それらのサービスを NXJ アプリ
ケーシ ョ ンに組み込むことができるようになりました。 新規の SOAサポートにより、
複数のWebサービスを組み立ててより大き く複雑なアプリケーシ ョ ンを構築すること
が可能となりました。 ActiveForms デザイナを使って、 単一のプラ ッ ト フォーム上で
Webサービスの作成、 利用、 オーケス ト レーシ ョ ン、 管理ができます。

以前は、 複雑なアプリケーシ ョ ンを We ｂ サービスを活用して構築するには沢山のツー
ルが必要でした。 今では、 NXJ により、 単一のプラ ッ ト フォームで Webサービスの作
成、 利用、 オーケス ト レーシ ョ ン、 管理ができます。 NXJ ウィザードを利用すると、 埋
め込み SQLや null を持つことができる変数といった NXJの特長を生かした Webサー
ビスを簡単に定義することができます。

具体的には、 ActiveForms デザイナを使ってサービスを開発し、 簡単操作で Webサー
ビスを配備します。 これにより、 開発者は 1 つのツール上ですべてができ、 NXJ プロ
グラ ミ ング言語をサポートするような Eclipseの利用にまで拡げるような面倒を避ける
ことができます。
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ActiveFormsデザイナ
ActiveForms デザイナは、 アプリケーシ ョ ンの開発をより簡単に行えるように機能強化
されました。 新規のセキュリテ ィ機能は、 配備されるアプリケーシ ョ ンリソースの保護

に役立ちます。 新規のウィザードは、 テーブル、 BPM プロセス、 Webサービス、 Java
クラス、 Webサービスのインポート等からフォームを自動的に構築して、 NXJ アプリ
ケーシ ョ ンプロジェク トにデータサービスを作成することができます。

オンラインドキュ メン ト

NXJ ドキュ メン トは、 ユーザ指向のオンラインヘルプシステムを通してアクセスできる
ようになりました。 目次タブに、 すべての NXJ ドキュ メン トがブッ クあるいはページ
と して一覧されています。 このドキュ メン トは、 旧リ リースの "Welcome To the Unify 
NXJ Documentation" と同様な形式で作られています。 索引タブでは、 このヘルプシス
テム内の重要なコンテンツに直接ジャンプできる索引を用意しています。 検索タブで

は、 全ドキュ メン ト を通してのキーワード検索を行えるようにして、 その検索結果を関

連性でランク付けして表示します。 また、 特定のブックに絞り込んで検索を行う ことも

できます。 すべてのト ピッ クにおいてそのドキュ メン トの PDF版へのリンクが用意さ
れています。

オンラインヘルプは、 NXJ ドキュ メン ト CD と Unify Web サイ トの両方から見ること
ができます。

主な機能強化内容

以下の機能強化が NXJ11 になされました。

機能 説明

NTLM シングルサインオン
（SSO）

NXJ は、 Internet Explorer によって受け渡される Windows 
証明書を使って Windows ド メ インでの認証を行います。

GO TO FORM コマンド  指定されたフォームに移動することのできる新規のコマンド

look & feels の追加 NXJ は、 NXJ アプリケーシ ョ ン開発者に 3 つの look and 
feel を提供します。
Default - XPのような look and feel
Silver - 銀色基調の XPのような look and feel
Flat - タブやメニューのようなインタフ ェースエレメン トが
平板な背景で 2次元に見える look and feel

自動リネーム フォームやコンポーネン トの名前を変更した時に、 NXJは
自動でそのフォームやコンポーネン ト を参照しているコード

の名前を変更します。
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エディ タ強化機能の使用の

指定

開発者は、 ActiveForms デザイナの以下の機能強化を、 パ
フォーマンス向上のために使用しないように指定することが

できるようになりました。

Java メ ソ ッ ド、 変数、 インナークラス自動補完機能のアウ
ト ラインツリー

Go-to 定義と  go-back コマンド

コード タイプ時のリアルタイム エラーチェ ッ ク

ベースクラス関連 開発者は以下のベースクラスを開く ことができるようになり

ました。

サブクラス化されたフォーム

再利用可能なコンポーネン ト インスタンス

再利用可能なボックス、 データビュー、 その他のコンポーネ

ン トなどの一部品である 1 つのフ ィールド

ブラウザパネルのフォーカス

を保持

ActiveFormsデザイナのブラウザパネル内で選択されたノー
ドへのフォーカスは、 コンテン トパネルでどのコンポーネン

トが表示されているかにかかわらず保持をする。

整列コマンドの強化 複数のコンポーネン ト を選択して、 右クリ ッ クで一度に整列

ができるようになりました。

全てを閉じる プロジェク ト自身を閉じることな く 、 開いているすべてのコ

ンポーネン ト を 1 つのコマンドで閉じることができるように
なりました。

イ メージのプレビュー プロジェク トのイ メージをプレビューできるようになりまし

た。

BPM ポリシーに
NXJ Java クラス指定

ActiveFormsデザイナで作成した Java クラスを BMPデザ
イナで使用できるようになりました。

パーセンテージに基づ く

レイアウト

パーセンテージに基づ く位置決めとサイズ処理を使用できる

ようになりました。

フォームの遷移 ターゲッ ト フ ィールドを持たないフォームで画面遷移を止め

ることができるようになりました。

サブクラス化の操作単純化 フォーム、 アクテ ィ ビテ ィ フォーム、 コンポーネン トのサブ

クラス化の操作が、 CTRL+SHIFT を押下しながらベースク
ラスを選択してからそれを必要な場所にド ラ ッグ＆ドロップ

するだけでできるようになりました。

再帰的な初期チェ ッ クイン この機能は削除されました。

テス ト検索 クエリエディ タのテストボタンを使って、 デザイン時にクエ

リのテスト を行う ことができるようになりました。

機能 説明
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レポート生成のクエリポップ

アップ

新規のレポート を作成するときに、 アプリケーシ ョ ンデザイ

ナがプロジェク ト内のレポート カタログから既存のクエリの

一覧を表示し、 そこから選択できるようになりました。 （日

本語環境ではサポート していません。）

MS SQLサーバの dbname データベース接続ダイアログで、 MS SQLサーバとの接続を
作成するときにはデータベース名を表示するようになりまし

た。

タブの上下移動 エレベータ表示のタブでタブの上下移動ができるようになり

ました。 これは、 通常のタブ表示におけるタブの左右の移動

と同様のコマンドになります。

機能 説明
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